
感謝の気持ちに花束を贈ります�

　６月20日、上風連小学校の児童代表４人が役場を訪れ、スズランをプレ�
ゼントしました。�
　この活動は毎年行われ、日頃お世話になっている人たちへ感謝の気持ち�
を込めて贈っているものです。この日、児童達は、午前中に自分達で摘ん�
だスズランを役場や病院、老人ホームに甘い香りのするスズランの花束を�
贈りました。�

平成12年�
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新沼謙
治さん（

中）とH
BCラジ

オパー
ソナリ

ティー
YASU

さん（右
）と田村

美香さ
ん（左）

野
付
竜
神
太
鼓
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尾
岱
沼
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
、
第
四
十
回
え
び
ま
つ
り
が
、
六
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
の

両
日
、
尾
岱
沼
漁
港
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
祭
は
、
野
付
竜
神
太
鼓
の
演
奏
で
幕
を
あ
け
、
わ
ん
ぱ
く
腕
相
撲
大
会
、
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
祭
の
二
十
五
日
は
、
子
供
に
大
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
新
沼
謙
治
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ

れ
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
四
十
回
記
念
の
ホ
タ
テ
（
殻
付
）
の
抽
選
会
や
恒

例
の
え
び
・
あ
さ
り
す
く
い
に
は
、
長
蛇
の
列
が
で
き
る
な
ど
人
気
の
的
。

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
家
族
連
れ
や
観
光
客
が
訪
れ
、
尾
岱
沼
の

旬
を
味
わ
い
な
が
ら
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。野付小による鼓笛隊 最

後
に
ち
び
っ
こ
達
で
あ
さ
り
取
り
放
題

北海しまえびも客を待たせるほどの大盛況
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まちのできごと�まちのできごと�

8

七
月
七
日
、
別
海
町
の
様
子
を

知
る
上
で
貴
重
な
資
料
を
展
示
す

る
郷
土
資
料
館
附
属
施
設
「
加
賀

家
文
書
館
」
が
開
館
し
、
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
、
延
床
面
積
三
百
七
十
七
平
方

メ
ー
ト
ル
、
総
事
業
費
三
億
四
千

三
百
万
円
で
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

「
加
賀
家
文
書
」
と
は
、
江
戸

時
代
末
期
に
野
付
半
島
な
ど
で
活

躍
し
た
加
賀
家
の
一
族
が
残
し
た

古
文
書
資
料
で
、
平
成
十
年
に
加

賀
家
七
代
目
實
留
男
氏
か
ら
古
文

書
資
料
約
千
点
が
寄
託
さ
れ
ま
し

た
。

館
内
は
七
つ
の
テ
ー
マ
に
ま
と

め
ら
れ
、
映
像
コ
ー
ナ
ー
、
加
賀

家
文
書
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
収
蔵
展

示
室
な
ど
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
場

と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

古
こ

文書
もんじょ

が語る別海町

町
内
在
住
で
九
十
歳
に
な
る
方

（
本
年
四
月
一
日
現
在
九
十
一
歳

以
上
の
方
で
、
長
寿
賞
未
受
賞
の

方
を
含
む
）
を
祝
う
「
別
海
町
長

寿
賞
」
を
、
次
の
方
々
が
受
賞
し
、

長
寿
賞
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

笠
原
キ
ク
ヨ
さ
ん

別
海
西
本
町
52

明
治
37
年
９
月
27
日
生

田
口
　
リ
ワ
さ
ん

豊
原
25

明
治
43
年
６
月
22
日
生

酒
井
　
　
繁
さ
ん

別
海
川
上
町
３

明
治
43
年
６
月
10
日
生

野付半島「きらく」のジオラマ

加
賀
家
七
代
目
實
留
男
氏
と
町
長
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北
方
四
島
在
住
ロ
シ
ア
人
訪
問

団
四
十
一
人
が
六
月
十
七
日
か
ら

十
九
日
、
別
海
町
を
訪
れ
、
施
設

見
学
や
地
域
と
の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

一
行
は
六
月
十
七
日
に
別
海
町

に
入
り
、
研
修
牧
場
や
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
館
、
老
健
施
設
す
こ
や
か

を
見
学
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
は
入
所
者
と
歌
の
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
翌
日
一
行
は
、
豊
原
連

合
会
に
よ
る
対
話
交
流
会
に
参
加
。

地
域
の
方
の
手
作
り
の
料
理
に
舌

鼓
み
を
う
ち
、
和
太
鼓
の
演
奏
や

獅
子
舞
を
興
味
深
そ
う
に
見
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
の
対
話
集
会
で

は
、
豊
原
に
お
け
る
地
域
活
動
に

つ
い
て
、
熱
心
に
質
問
す
る
光
景

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
十
三
日
か
ら
十
五

日
に
は
、
北
方
四
島
在
住
ロ
シ
ア

人
青
少
年
十
二
人
が
訪
れ
、
町
内

の
各
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て

交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

十
二
歳
か
ら
十
六
歳
ま
で
の
青

少
年
は
、
上
西
春
別
中
学
校
で
水

墨
画
な
ど
の
授
業
を
受
け
た
り
、

温
水
プ
ー
ル
で
水
泳
を
楽
し
ん
だ

り
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
体
験
し
ま
し
た
。

市
街
の
散
策
で
は
、
家
族
へ
の

お
み
や
げ
を
両
手
に
抱
え
き
れ
な

い
ほ
ど
買
う
子
供
も
い
ま
し
た
。

二
泊
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
た

青
少
年
は
、
受
け
入
れ
家
庭
と
の

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
再
会
を
誓

い
、
日
本
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

北方四島在住ロシア人訪問

悲
惨
な

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

悲
惨
な
交
通
事
故
、
暴
力
を
根

絶
し
、
安
全
で
明
る
い
町
づ
く
り

を
住
民
み
ん
な
で
誓
い
あ
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
安
全
パ
レ
ー
ド
が

六
月
十
七
日
、
町
交
通
安
全
協
会

と
町
防
犯
協
会
の
共
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
交
流
館
ぷ
ら
と
横
の
多

目
的
広
場
か
ら
役
場
前
ま
で
を
地

域
住
民
約
百
五
十
人
が
パ
レ
ー
ド

を
行
い
、
安
全
で
明
る
い
町
づ
く

り
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

二
十
二
日
に
は
、
国
道
二
四
三

号
線
で
交
通
安
全
協
会
西
春
別
分

会
に
よ
る
街
頭
啓
発
運
動
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
十
日
に
は
、

「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」に
あ
わ
せ

て
、
別
海
飲
料
店
組
合
が
通
行
車

両
に
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

六
月
二
十
四
日
、
第
十
九
回
別

海
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主
催
で

行
わ
れ
、
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
か

ら
二
十
六
チ
ー
ム
・
百
八
十
人
が

参
加
。
親
睦
と
は
い
え
、
管
内
大

会
出
場
を
か
け
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
優
勝
／
春
別
寿
会
　
準

優
勝
／
泉
川
楽
生
ク
ラ
ブ
Ｂ
　
三

位
／
光
栄
老
友
会
Ｂ
　
四
位
／
中

央
豊
生
ク
ラ
ブ
Ａ
　
五
位
／
泉
川

楽
生
ク
ラ
ブ
Ａ

※
以
上
の
五
チ
ー
ム
が
管
内
大
会

（
九
月
十
四
日
）
に
出
場
し
ま
す
。
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※7月6日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

6

８月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院総務係  1５ー2311（内線201）�

8

相澤　魁人くん�
（幸司）�

中島　　翔くん�
（康成）�

しょう�かい  と�

日向　優輝くん�
（聡美）�

石川　斗来くん�
（誠）�

と  らい�ゆう  き�

ひろ  む�

佐藤　大夢くん�
（拓）�

早瀬　彩了ちゃん�
（康宏）�

伊藤　るなちゃん�
（豊）�

あい  り�

　　　　　小児神経外来�

８月11日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

８月14日b～８月15日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

８月28日b～８月29日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　新谷　朋子医師�

�

　　　　　脳 神 経 外 科�

８月23日d午前�

担当医師　道小児センター　高橋　義男医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

８月10日e～８月11日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

８月24日e～８月25日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　南辻　泰志医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

・�



－１歳６

９月の保健業務予定�

7 8

あおし�

千葉　　蒼くん�
（直樹）�

梶原　希未ちゃん�
（好晴）�

あす  み�

ゆう  い� な　な�

鈴木　釉偉くん�
（尚寿）�

川畑　那奈ちゃん�
（秀晃）�

小川うららちゃん�
（綾太郎）�

松壽　烈士くん�
（治）�

つよ  し�

たく  と�

高橋　拓斗くん�
（英樹）�

山崎　陽平くん�
（浩二）�

ようへい�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

4�

〃�

5�

〃�

7�

10�

12�

〃�

18�

19�

〃�

20�

21�

25�

26�

27�

〃�

28�

29�

〃�

月�

〃�

火�

〃�

木�

日�

火�

〃�

月�

火�

〃�

水�

木�

月�

火�

水�

〃�

木�

金�

〃�

10：00～14：30�

10：00～16：00�

10：00～11：30�

13：00～15：00�

12：30～13：00�

９：00～15：00�

12：30～13：00�

13：00～15：00�

10：00～16：00�

13：00～15：00�

13：00～16：00�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

９：30～11：30�

10：00～11：30�

13：00～15：00�

13：00～15：00�

12：30～13：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30�

10：00～12：00

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

町 立 別 海 病 院�

中 央 公 民 館�

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

走古丹地域センター�

西春別地域センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

尾岱沼地域センター�

母子健康センター�

東 公 民 館 �

西春別地域センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

上春別地域センター�

乳 幼 児 相 談�

健 康 相 談 �

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

４ ヵ 月 健 診�

健幸カーニバル�

１ 才 半 健 診�

母 親 教 室 �

健 康 相 談 �

地 域 健 康 相 談�

地 域 健 康 相 談�

1才3ヵ月歯磨き教室�

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

母 親 教 室 �

地 域 健 康 相 談�

地 域 健 康 相 談�

３ 才 児 健 診 �

フ ッ 素 塗 布 �

地 域 健 康 相 談�

・�
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少し情報提供が遅れましたが、教育委員会ではこの春に町内
10校の中学校を卒業した生徒の進路状況をまとめましたので、
概要をお知らせいたします。
今年の卒業生は総数268人でしたが、高校に進学する生徒が圧

倒的に多く、全国平均の97.2％を上まわり99.2％を占めています。
その中でも地元別海高校への進学が一番多く157人、二番目は

中標津高校33人、そして標津高校が11人と続いています。
根室第二学区（管内４町の区域）の高校へは卒業生全体の78％

にあたる209人が進学しました。
釧路第一学区（釧路市内、釧路町、鶴居村）へは13人、釧路

第三学区（釧路管内弟子屈町、標茶町）の標茶高校へは15人が
進学しています。又、釧路工業高等専門学校には３人が進学し
ました。
釧路、根室管内以外の公立、私立高校に進学した生徒も相当

数おり、小樽水産高校、東藻琴高校、北海高校、函館ラサール
高校の道内のほか、道外の高校へも７人などあわせて25人にも
なっています。一方、就職した生徒は２人のみで地元に残って
家事手伝いとのことです。

高　校　名� 学　　科� 人 数�
学

区
�

根

室

第

二
�

釧

路

第

一
�

国

立
�私
立
�

（普 通 科）�

（酪 農 科）�

（普 通 科）�

（商 業 科）�

（事務情報科）�

（普 通 科）�

（食品ビジネス科）�

（生産技術科）�

（生活家庭科）�

（クリーニング科）�

（理 数 科）�

（普 通 科）�

（普 通 科）�

（普 通 科）�

（工 業 科）�

（建 築 科）�

（商 業 科）�

（総合学科）�

（情報工学科）�

（電子工学科）�

（普 通 科）�

別　　　　　海�
�

�

中　　標　　津�

�

標　　　　　津�

中 標 津 農 業�

�

中標津高等養護�

�

釧 路 湖 陵 �
�

釧 路 江 南 �

釧 路 北 陽�

釧 路 工 業 �
�

釧 路 商 業 �

標　　　　　茶�

釧路工業高等�

専　門　学　校�

釧 路 緑 ヶ 丘�

115人�

42　�

19　�

10　�

4　�

11　�

3　�

3　�

1　�

1　�

2　�

4　�

2　�

1　�

2　�

1　�

1　�

15　�

1　�

2　�

1　�

241人�

釧路�

第三�

（合　　　　　計）�

根室、釧路管内高校進学状況�

中学校卒業生の進路（268人）�

第二学区�
209人（78.0％）�

他管内�
59人�

（22.0％）�

別海高校�
157人�

（58.6％）�
中標津高校�
　　33人�
　　（12.3％）�

標津高校�
11人（4.1％）�

中標津�
農業高校外�
8人（3.0％）�

釧路管内�
32人�

（11.9％）�

釧路・根室以外 �
　25人（9.3％）�

就職 2人（0.8％）�

99.2％が高校へ進学　 平成11年度中学校卒業生の進路

－別海高校へは157人（58.6％）－

別 海 中 学 校�

野 付 中 学 校�

上風連中学校�

中西別中学校�

別海中央中学校�

7�

24�

11�

14�

105

西春別中学校�

中春別中学校�

上西春別中学校�

上春別中学校�

光 進 中 学 校�

14�

24�

37�

25�

7

町内各中学校卒業生（人）�
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

家
屋
の
新
築
・
増
築
な
ど
の

調
査
を
行
い
ま
す

平
成
十
三
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
と
な
る
家
屋
の
新
築
・
増
築

な
ど
の
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
調

査
に
あ
た
り
、
各
戸
の
敷
地
内
に
立
ち

入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
の
取
り
壊
し
・
所
有
者
変
更
の

届
け
出
は
お
早
め
に

固
定
資
産
税
課
税
対
象
家
屋
で
、
取

り
壊
し
た
り
、
所
有
者
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

必
ず
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
資
産
税
係（

内
線
２
３
３
）

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
々
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す税

関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次

の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。

○
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
（
地
）
の
税
関
、

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な

ど
。

○
海
外
の
集
結
地
に
お
い
て
領
事
館
な

ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の

う
ち
日
本
に
送
り
返
さ
れ
た
も
の
。

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か
り

で
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も
結
構
で
す
。

お
心
当
た
り
の
方
は
、
上
陸
港
（
地
）

を
所
轄
す
る
税
関
ま
た
は
最
寄
り
の
税

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
／
函
館
税
関
根
室
支

署
　
1
０
１
５
３
２
―
３
２
０
０
１

特
定
疾
患
等
患
者
に
対
す
る

通
院
交
通
費
が
助
成
さ
れ
ま
す

特
定
疾
患
等
の
患
者
に
対
す
る
通
院

交
通
費
助
成
の
申
請
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
行

っ
て
下
さ
い
。

○
対
象
者
／
特
定
疾
患
等
患
者
・
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
患
者
・
精
神

障
害
者
（
通
院
認
定
者
）
以
上
の
方
の

介
護
者

○
助
成
対
象
期
間
／
申
請
月
の
一
年
前

か
ら
と
し
ま
す
。

○
助
成
額
／
通
院
距
離
に
応
じ
て
算
出

し
ま
す
。

○
申
請
期
限
／
平
成
十
二
年
九
月
八
日

（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
医
療
給
付
係

（
内
線
４
８
４
）

個
人
事
業
税
の
納
付
期
限
は

８
月
３１
日
で
す

個
人
事
業
税
は
、
道
内
に
事
務
所
や

事
業
所
を
設
け
て
、
事
業
を
行
っ
て
い

る
個
人
の
方
に
、
そ
の
事
業
の
所
得
を

基
礎
と
し
て
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。

支
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書

に
よ
り
、八
月（
第
一
期
）と
十
一
月（
第

二
期
）
の
二
回
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
納

税
に
は
簡
単
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
税
務
課
課
税

係
（
1
０
１
５
３
２
―
４
―
５
４
４
０

税
務
課
直
通
）

「
み
ず
な
ら
の
会
」

入
会
の
ご
案
内

別
海
町
に
は
、
障
害
者
福
祉
の
支
援

を
目
指
し
た
「
み
ず
な
ら
の
会
」
と
い

う
組
織
が
あ
り
ま
す
。
主
な
活
動
内
容

と
し
て
、
今
年
度
は
次
の
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
ビ
デ
オ
「
ボ
ン
に
響
け
歓
喜
の
歌
」

上
映
会
（
六
月
八
日
）

②
弟
子
屈
町
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ホ
テ
ル

「
か
ぜ
よ
う
び
」見
学（
七
月
二
十
三
日
）

③
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
開
催
（
十
二

月
十
九
日
障
害
者
の
日
）

④
別
海
町
障
害
児
学
級
ふ
れ
あ
い
作
品

展
へ
の
支
援

⑤
「
乙
武
洋
匡
さ
ん
を
別
海
町
に
呼
ぼ

う
」
の
働
き
か
け

「
み
ず
な
ら
の
会
」
で
は
、
当
会
の

主
旨
に
賛
同
さ
れ
、
会
に
加
入
し
て
頂

け
る
方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
会
費
／
一
口
五
百
円

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
／
事
務
局
別

海
中
央
小
学
校
特
殊
学
級
担
当
教
諭
・

中
野
　
　
　
　
（
1
５
―
２
０
５
４
）

行
方
不
明
者
相
談
所
開
設

北
海
道
警
察
で
は
「
行
方
不
明
者
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

家
出
し
た
人
、
行
方
不
明
と
な
っ
た

人
の
こ
と
で
相
談
さ
れ
た
い
方
（
親
族
、

保
護
者
等
）
は
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

○
日
時
／
九
月
四
日（
月
）・
五
日（
火
）

○
場
所
／
釧
路
警
察
署

（
1
０
１
５
４
―
２
３
―
０
１
１
０
）

○
時
間
／
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後

四
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
中
標
津
警
察
署
刑
事
課

鑑
識
係（

1
２
―
０
１
１
０
内
線
２
３
７
）
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別海町パイロットマラソン大会�
u参加資格／日本陸上競技連盟登記登録者及び一般競技者�
　　　　　　（登録の可否は問いません）�
u参加料／２，０００円�
u申込締切／９月１日F必着�
�
別海町パイロット健康マラソン大会�
u参加資格／小学校４年生以上の健康な男女�
　　　　　　　小／中学生／高校生の参加は､保護者の承�
　　　　　　　諾書が必要です）�
u参加料／小・中学生　　４００円�
　　　　　高校生・一般　６００円（傷害保険料含む）�
u申込締切／９月１日F必着�
�
申込及び問い合わせ／総合スポーツセンター�
　別海町パイロットマラソン大会事務局（1５-２８８２FAX・５-０４１８）�
�

　　別海町パイロット�
マラソン大会�

　　別海町パイロット�
健康マラソン大会�

　　別海町パイロット�
マラソン大会�

　　別海町パイロット�
健康マラソン大会�

第22回�

第15回�

参加者募集�参加者募集��◯技術指導�
　音楽セミナー（西春別ふれあいセンター）�
　８／９D　10：00～12：00�
�◯演奏会�
　クラリネットコンサート（西春別ふれあいセンター）�
　８／９D　19：00～�
�

�◯公演�
　８／24E　上風連地域センター　13：30～�
　８／25F　中 央 公 民 館　19：00～�

※なお、今回公演にあたって、落語界で数々の賞を受賞�
　するなど、現在活躍中の落語家（林家正雀師匠、東京�
　在住）が来町し、みんわ座と共演します。�

募 集 �

国立音楽大学クラリネットオーケストラ�国立音楽大学クラリネットオーケストラ�

10

1

◯日時／9月10日A 午前9時から午後2時30分まで　◯場所／中央公民館�

¡健康川柳�
　◯対象／別海町内に在住の方�
　◯作品／テーマは「健康」について。一人三句まで�
　◯応募方法／住所、氏名、年齢を明記の上、町民�
　　　　　　　保健センターへ�
　◯締切／8月15日C

¡インタビューコーナー�
　「私の健康秘訣教えます。裏話も大公開Z」�
　◯対象／別海町に在住の90歳以上の健康な方�
　◯締切／8月21日B

応募・問い合わせ／町民保健センター（15-0359・FAX5-0337）�

くにたち�

８／16D～26G   　　　上風連地域センター�
�

合宿期間� 合宿会場�

８／8C～11F   　　　西春別ふれあいセンター�
�

合宿期間� 合宿会場�

芸術文化団体�別海町合宿のお知らせ�

九
月
一
日
か
ら
西
春
別
駅
前
診

療
所
で
院
外
処
方
せ
ん
発
行

九
月
一
日
か
ら
、
西
春
別
駅
前
診
療

所
で
「
院
外
処
方
せ
ん
」
を
発
行
し
ま

す
。診

断
と
治
療
は
病
院
で
医
師
が
行
い
、

薬
は
院
外
の
保
険
調
剤
薬
局
で
受
け
取

る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
待
ち
時
間
が
少
な
く
、

薬
の
説
明
が
ゆ
っ
く
り
受
け
ら
れ
、
都

合
の
良
い
時
に
薬
が
受
け
取
れ
ま
す
。

※
院
外
処
方
せ
ん
で
は
、
今
ま
で
よ
り

自
己
負
担
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
西
春
別
駅
前
診
療
所

（
1
７
―
２
３
５
０
）

平
成
十
三
年
度
学
生
募
集

電
気
工
学
科
・
建
築
科
・
機
械
科
の

学
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

出
願
期
間
は
新
規
学
卒
者
は
、
平
成

十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
十
一
月
三

十
日
ま
で
、
過
年
度
卒
者
・
離
転
職
者

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
一

日
か
ら
平
成
十
三
年
一
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。
授
業
料
は
無
料
で
す
が
、
工

具
な
ど
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
立
釧
路
高
等
技

術
専
門
学
院

（
1
０
１
５
４
―
５
７
―
８
０
１
２
）
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「
い
じ
め
・
体
罰
」
を
な
く
す

対
策
月
間
の
実
施
に
つ
い
て

釧
路
地
方
法
務
局
及
び
釧
路
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
八
月
一
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
を
「
い
じ
め
・
体
罰
」

を
な
く
す
対
策
月
間
と
定
め
て
、
相
談

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
「
い
じ
め
・
体
罰
１
１
０
番
」
開
設

釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局

（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
４
８
７
４
）

○
人
権
擁
護
委
員
自
宅
相
談

¡

高
橋
　
昭
吉
（
西
春
別
駅
前
栄
町
）

1
７
―
２
７
７
５

¡

西
山
兼
太
郎
（
尾
岱
沼
港
町
）

1
０
１
５
３
８
―
６
―
２
３
５
８

¡

高
玉
　
典
子
（
別
海
常
盤
町
）

1
５
―
０
０
１
６

○
「
い
じ
め
・
体
罰
特
設
相
談
所
」
の

開
設
　
日
時
／
八
月
十
一
日
（
金
）
午

後
一
時
〜
四
時
ま
で

◯
場
所
／
根
室
市
役
所
第
二
庁
舎
一
階

市
民
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ
／
釧
路
地
方
法
務
局
根

室
支
局

（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
４
８
７
４
）

根
室
管
内
文
芸
大
会
作
品
募
集

九
月
三
日
（
日
）
に
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
る
根
室
管
内
文
芸
大
会
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
／
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

詩
、
創
作
、
随
筆
・
随
想

（
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

○
締
切
／
八
月
十
五
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民

館
内
　
根
室
管
内
文
芸
大
会
事
務
局

1
５
―
２
１
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
０
７
５
０

�平成13年度根室支庁管内�
町職員採用資格試験実施のお知らせ�

◯試験区分および採用予定人員（別海町）�
　¡一般事務職（高校卒・大学卒）３名�
◯受験資格�
　¡高校卒（短大卒及び専門学校卒を含む）／昭和52年
　　４月２日から昭和58年４月１日までに生まれた者�
　¡大学卒／昭和50年４月２日から昭和54年４月１日
　　までに生まれた者�
◯受付締切／８月11日fまで（所定の申込書により）�
◯試験方法�
　¡高校卒／教養試験、作文�
　¡大学卒／教養試験、論文�
◯試験日�
　¡９月17日a中標津町役場�
　問い合わせ／別海町役場総務課職員係（内線223）�
�
� 危険物取扱者保安講習開催案内�
○対象者／危険物取扱者免状の交付を受けている者の
　うち、現に危険物製造所等において危険物取扱作業
　に従事している方で、免状の交付又は以前に保安講
　習を受けてから３年を経過した者、あるいは経過す
　る者等。�
○日時／８月22日c午前９時30分から12時30分（給油
　取扱所以外の施設の危険物取扱者が対象）、午後１
　時30分から４時30分（給油取扱所の危険物取扱者が
　対象）�
○場所／中標津消防署講堂�
○締め切り／８月７日b�
問い合わせ／¡消 防 本 部（1２－９１１４）�
　　　　　　¡別海消防署（1５－２１６１）�
�
� 第５回北海道排水設備工事責任�

技術者試験�
（日本下水道協会北海道地方支部に委託して実施します）�

　別海町では、排水設備工事指定店の資格要件に排水
設備工事責任技術者制度を導入し、全道統一試験を行
います。既に本町に登録されている方は受験の必要は
ありません。�
◯日時／11月８日d午後１時30分�
◯場所／釧路市他�
◯試験講習／10月中旬～下旬�
◯受付期間／９月１日f～11日b�
申し込み・問い合わせ�
　　　　　　　下水道課管理係（内線３５２）�
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おめでた・おくやみ�
（６月１日から６月30日届出分まで）�

　　　　　　　　お誕生おめでとう�

　　　　　　　　　　　 （保護者）�

　u勝木　菜穂ちゃん（女）　功　（尾　岱　沼）�

　u藤谷　悠太ちゃん（男）和　光（別　　　海）�

　u西村　綾馬ちゃん（男）匡　史（別　　　海）�

　u北浦　　巧ちゃん（男）　香　（上　春　別）�

　u秋田　理玖ちゃん（男）真　哉（別　　　海）�

　u阿部　世紀ちゃん（男）　順　（別　　　海）�

　u大平　　光ちゃん（男）伸　志（西　春　別）�

　u加藤　和華ちゃん（女）和　樹（西春別駅前）�

　u安達　浩紀ちゃん（男）浩　司（尾　岱　沼）�

　u藤岡虎之将ちゃん（男）智　一（美　　　原）�

　u栗崎　　彩ちゃん（女）昌　幸（西　春　別）�

　u柏葉　　力ちゃん（男）公　緒（西春別駅前）�

　　　　　　　　ご結婚おめでとう�

　u中村　正道・宮武小百合さん　（別　　　海）�

　u秋山　孝之・大友智恵美さん　（別　　　海）�

　u干場　英昭・�
　　グラマティコフラヴィアノ・チェリーさん�
　　　　　　　　　　　　　　　　（別　　　海）�

　u太田　　靖・細川　千春さん　（西　春　別）�

　u寳澤　　誠・所　加代子さん　（別　　　海）�

　u加藤　徳敏・丹羽亜紀子さん　（別　　　海）�

　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�

　s宍戸ひとみさん　（４０歳）　（別　　　海）�

　s松木　富雄さん　（７２歳）　（別　　　海）�

　s丹治　和助さん　（７１歳）　（西　春　別）�

　s中山　貞一さん　（９９歳）　（中　西　別）�

　s堀野　セイさん　（８３歳）　（別　　　海）�

　s星　　光二さん　（８３歳）　（西　春　別）�

　s小泉國太郎さん　（９３歳）　（別　　　海）�

　s阿部　信治さん　（８５歳）　（別　　　海）�

　s高木　　信さん　（７９歳）　（尾　岱　沼）�

�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

「
ゆ
う
ち
ょ
く
ら
ぶ
」

お
申
し
込
み
受
付
中

「
郵
便
貯
金
カ
ー
ド
普
及
協
会
」
が

提
供
す
る
郵
便
貯
金
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
利
用
者
へ
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

「
ゆ
う
ち
ょ
く
ら
ぶ
」の
お
申
し
込
み
受

付
中
で
す
。

「
ゆ
う
ち
ょ
く
ら
ぶ
」
に
ご
加
入
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
年
間
わ
ず
か
三
百

五
十
円
で
日
常
生
活
の
お
困
り
ご
と
や

ク
ル
マ
の
事
故
な
ど
を
お
電
話
一
本
で

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
万
一
カ
ー
ド
盗
難
に
あ
っ
て

も
安
心
の
「
郵
貯
カ
ー
ド
保
険
」
付
き

で
す
。
申
し
込
み
方
法
は
郵
便
局
備
え

付
け
の
「
ゆ
う
ち
ょ
く
ら
ぶ
利
用
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
最
寄
り

の
郵
便
局
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
だ
け

で
す
。
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
生
放
送
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

八
月
十
八
日
（
金
）
午
前
六
時
三
十

分
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
の
生
放
送
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の

の
体
操
会
」
が
、
中
標
津
町
に
建
設
中

の
「
道
立
ゆ
め
の
森
公
園
」
で
行
わ
れ

ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
当
日
、
午
前
五
時

五
十
分
ま
で
に
「
道
立
ゆ
め
の
森
公
園
、

多
目
的
広
場
」
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

（
雨
天
の
場
合
は
同
公
園
内「
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。）

巡
回
経
営
相
談
の
ご
案
内

北
海
道
商
工
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、

厳
し
い
経
営
環
境
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ

て
い
る
中
小
企
業
経
営
者
の
苦
悩
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

巡
回
経
営
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

中
小
企
業
診
断
士
が
、
地
域
を
巡
回

し
企
業
を
訪
問
し
て
経
営
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
に
係
る
費
用
は

無
料
で
す
。

○
巡
回
予
定
月
／
平
成
十
二
年
九
月

○
相
談
申
込
先
／
社
団
法
人
北
海
道
商

工
指
導
セ
ン
タ
ー
　
巡
回
担
当
診
断
士

小
山
耕
平
（
1
０
１
１
―
２
５
１
―
４

９
９
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１
―
２
７
１
―

１
９
２
７
）

平
成
十
二
年
度
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
の
お
知
ら
せ

外
出
時
の
移
動
の
介
護
等
に
必
要
な

知
識
・
技
術
を
有
す
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
の
養
成
を
図
る
目
的
で
、
研
修
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
定
員
枠
が

あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込
み
願
い

ま
す
。

○
研
修
コ
ー
ス

Ａ
＝
十
月
二
・
三
日

Ｂ
＝
九
月
十
八
〜
二
十
一
日

○
会
場
／
札
幌
社
会
福
祉
専
門
学
校

○
定
員
／
二
十
五
名

○
申
込
方
法
／
八
月
十
八
日
ま
で
に
根

室
支
庁
社
会
福
祉
課
へ
申
込
書
を
送
付

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
係

（
内
線
２
８
４
）

聴
覚
・
言
語
障
害
者
の

入
所
募
集
に
つ
い
て

国
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
所
沢
市
）
で

は
、
聴
覚
・
言
語
障
害
者
の
入
所
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
国
立
身
体
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
1
０
４
２
―
９
９
５
―
３
１
０
０
）

役
場
社
会
福
祉
課
　
　
（
内
線
２
８
５
）
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◆
別
海
に
も
よ
う
や
く
夏
が
や
っ
て
き

た
な
と
思
っ
た
ら
、
な
か
な
か
天
気
が

続
か
ず
パ
ッ
と
し
な
い
天
気
で
、
酪
農

家
の
皆
さ
ん
は
一
番
牧
草
収
穫
作
業
が

終
盤
だ
と
思
い
ま
す
が
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
か
。
▽
町
内
の
各
学
校
も
一
斉

に
夏
休
み
に
入
り
、
子
ど
も
達
も
楽
し

く
過
ご
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
宿
題

は
早
め
に
す
ま
せ
て
か
ら
遊
び
に
熱
中

し
ま
し
ょ
う
。
▽
今
年
道
内
で
の
交
通

事
故
死
は
昨
年
よ
り
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
夏
休
み
や
休
日
で
ド
ラ
イ
ブ
や
旅

行
に
出
か
け
る
際
に
は
、
ゆ
と
り
の
あ

る
計
画
を
立
て
て
安
全
運
転
を
し
て
、

悲
惨
な
交
通
事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
に
。

（
Ｋ
）

◆
あ
な
た
は
春
夏
秋
冬
ど
れ
が
好
き
で

す
か
。
私
は
夏
が
一
番
。
夜
空
に
打
ち

上
げ
ら
れ
る
無
数
の
光
。
月
の
光
に
照

ら
さ
れ
た
海
の
さ
さ
や
き
。
窓
際
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
涼
し
い
音
色
。
な
ん
て

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
と
こ
ろ
も
好
き
だ
け

ど
、
な
ん
と
言
っ
て
も
汗
だ
く
に
な
れ

る
こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
汗
が
し
た

た
る
シ
ャ
ツ
と
、
額
だ
け
で
な
く
頭
の

て
っ
ぺ
ん
か
ら
滝
の
よ
う
に
流
れ
落
ち

て
く
る
汗
が
、「
生
き
て
い
る
」
と
教
え

て
く
れ
る
。
そ
ん
な
私
は
、
た
だ
単
に

太
っ
て
い
る
だ
け
で
し
ょ
う
か
。（た

く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

シートベルトしめる習慣�
あなたから�
別海町の交通事故発生状況�
発生24件、死者３名、傷者35名�

前年同期比   （＋５）　　　  （＋１）　    　（＋７）　　 　�

（平成12年１月１日～７月24日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｑ．ついつい保険料を納め忘れ、未納分の保険料を
溜めてしまいました。少しずつでも納めたいと思っ
ていますが、何かよい方法はないでしょうか。
Ａ．２年以内なら分割で納めることができます。保
険料は２年を過ぎると納めることができなくなりま
す。一度に納められない場合は分割でも納付できま
すので、市区町村の窓口や社会保険事務所に分納方
法を相談して、２年以内に納めるようにしてくださ
い。
また、保険料の納付方法には、口座振替や保険料

の前納割引制度もあります。つい保険料を納め忘れ
たり、納付期限に遅れたりしないよう、是非利用さ
れることをお勧めします。また、国民年金は加入者
が保険料を納めることで、年金を受けている人の生
活を支えていく仕組みになっています。保険料を納
めないと制度自体が成り立たなくなってしまいます
ので、今後はきちんと納めるようにしてください。

社会保険事務相談所開設日
○日時／９月19日c 13時から17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

寄
　
付

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
品
堀
貞
子
さ
ん
（
別
海
川
上
町
）
▽

田
端
顕
久
さ
ん
（
走
古
丹
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
堀
野
隆
夫
さ
ん
（
別
海
宮
舞
町
）
▽

小
田
一
夫
さ
ん
（
中
標
津
町
）
▽
阿
部

敏
さ
ん（
美
原
）
▽
小
原
辰
夫
さ
ん（
別

海
常
盤
町
）
▽
田
端
顕
久
さ
ん
（
走
古

丹
）
▽
中
原
誠
さ
ん
（
別
海
）
▽
高
木

美
枝
さ
ん
（
尾
岱
沼
港
町
）
▽
菅
沼
良

藏
さ
ん
（
尾
岱
沼
潮
見
町
）
▽
村
上
育

子
さ
ん
（
別
海
緑
町
）
▽
臼
木
ユ
キ
エ

さ
ん
さ
ん
（
尾
岱
沼
港
町
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10月1日は国勢調査�
　10月１日現在で、全国一斉に国勢調査が

行われます。�

　国勢調査は、日本に住んでいるすべての

人を対象として行うもので、行政の基礎と

なる人口・世帯の実態を明らかにする国の

最も基本的な統計調査です。�

　調査の結果は、国・都道府県・市区町村

において、福祉、雇用、防災、環境など、

私たちの身近な地域の基礎資料となります。�

　９月下旬から10月上旬にかけて、調査員

が調査票の配布と受け取りにうかがいます

ので、皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。�



べつかい歳時記�

編集／別海町役場　総務部　総務課　統計広報係�
〒086-0205 北海道野付郡別海町別海常盤町280番地�
1（01537）5-2111　FAX 5-0371

○まちの人口／17,249人（＋13）　男／8,625人（＋12）・女／8,624人（＋1）　○世帯／5,904世帯（＋13）　平成12年６月30日現在�

�

別海町ホームページ　http://www.aurens.or.jp/hp/betsukai/default.htm
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


